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１．緒言 

ソリューションプラズマとは、溶液中で発生させる非平衡

低温プラズマのことであり、一般的な気相中のプラズマとは

異なり、小さな気泡の中にプラズマによる高エネルギー状態

を閉じ込めること実現させている。また、ソリューションプ

ラズマ反応場では、常温下で溶液中に電子、ラジカル、紫外

線、イオン、過酸化水素などを放出するため、新たな化学反

応場として注目されている。 

この反応場の応用例として、我々の研究グループでは有機物の分解、材料の表面処理などに成

功してきた。また、金属ナノ粒子の合成に取り組み、水溶液中での金ナノ粒子の合成や、エタノ

ール中での銅ナノ粒子の合成に成功してきた。そして、溶媒により還元速度が異なるや、pHによ

り粒子の形状が異なることが解明されてきた。一方で、ソリューションプラズマを用いた金属の

還元における反応機構に関する因子や反応機構については解明されていない。それらを解明する

ことができればソリューションプラズマのさらなる応用が期待される。そこで、ソリューション

プラズマによる金属の還元機構に影響を及ぼす因子について検討した。 

 

２．実験方法 

 金属イオンが存在する溶液中でソリューションプラズマ発生させ、粒子を合成した。またソリ

ューションプラズマ発生中に、白金電極を用いて、電気化学測定を行った。詳細な検討は当日示

す。 
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図１．ソリューションプラズマ 
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